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傷
痍
軍
人・

リハビ
リ
テ
ーション

関
係
資
料
集
成

編
集
復
刻
版

全
7
巻

第
７
巻
─
手
記
・
文
芸
作
品
編
Ⅴ

第
６
巻
─
手
記
・
文
芸
作
品
編
Ⅳ

第
５
巻
─
手
記
・
文
芸
作
品
編
Ⅲ

２
０
１
５
年
11
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税　

IS
B

N
978-4-905421-76-4

第3回配本
第
４
巻
─
手
記
・
文
芸
作
品
編
Ⅱ

第
３
巻
─
手
記
・
文
芸
作
品
編
Ⅰ

２
０
１
５
年
５
月
刊
　
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税　

IS
B

N
978-4-905421-73-3

第2回配本
第
２
巻
─
制
度
・
施
策
／
医
療
・
教
育
編
Ⅱ

第
１
巻
─
制
度
・
施
策
／
医
療
・
教
育
編
Ⅰ
＋
解
説

２
０
１
４
年
12
月
刊
　
本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税　

IS
B

N
978-4-905421-70-2

第1回配本

◉
刊
行
概
要

傷
痍
軍
人・

リハビ
リ
テ
ーション

「廃兵」「傷痍軍人」と呼ばれた、
戦争により障害を負った兵士たちを
日本政府はどのように遇したか。
手厚い保護とケアは戦争遂行に
どのような意味を持ったのか──
当事者自身の言説を中心に貴重資料を厳選し、
編集復刻!

傷
痍
軍
人・

リハビ
リ
テ
ーション

関
係
資
料
集
成

サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ・
郡
司
淳…

…
…
…

◉
編

サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ・
郡
司
淳
・
上
田
早
記
子…

…
…
…

◉
解
説

ア
ジ
ア･

太
平
洋
戦
争
下
、
戦
場
で
負
傷
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
を
負
っ
て
帰
国
し
た
兵
士
た
ち
に
関
す
る
資
料
集
成
。

当
時
の
法
・
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
例
規
や
全
国
各
地
の
療

養
所･

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
概
要
、「
美
談
」集
を
収
録
。

と
く
に
障
害
兵
士
自
身
に
よ
る
多
数
の
文
集
を
全
国
か
ら
集
め
、

厳
選
し
て
掲
載
し
た
。

総
力
戦
下
の「
銃
後
」対
策
・
動
員
政
策
で
あ
る
と
同
時
に
、

現
在
の
日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
原
点
で
も
あ
る「
傷
痍

軍
人
」
に
関
す
る
資
料
集
成
と
し
て
日
本
近
代
史
と
く
に
軍
事

援
護
・
戦
争
文
学
・
銃
後
史
・
障
害
者
の
歴
史
・
社
会
事
業
史
・

福
祉
史
等
の
研
究
者･

研
究
機
関
に
呈
す
る
。

六
花
出
版

◉揃定価──────175,000円＋税
◉配本───────全3回配本
◉推薦───────吉田裕

上田敏
坪井秀人

編
集
復
刻
版

全7巻



か
つ
て
、
白
衣
の
勇
士
、
が
い
た
。
シ
ョ
ー
イ
グ
ン
ジ
ン
。
そ
の
シ
ョ
ー
イ
グ
ン
ジ
ン
と
聞
い
て
、

何
ら
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
現
在
で
は
五
十
歳
以
上
の
方
々
で
あ
ろ
う
か
。

子
ど
も
の
頃
の
私
に
と
っ
て
、
街
で
見
か
け
る
「
傷
痍
軍
人
」
の
姿
は
日
本
が
戦
争
を
し
て
い
た
こ

と
を
直
視
さ
せ
て
く
れ
る
存
在
だ
っ
た
。
長
じ
て
心
理
学
史
を
専
攻
す
る
と
、
心
理
学
者
た
ち
が
傷

痍
軍
人
に
関
わ
っ
て
い
た
と
知
っ
た
。
職
業
訓
練
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
史
資
料
を
集
め
始
め
て
み
る
と
、
意
外
に
も
難
し
か
っ
た
。
国
が
行
っ
て
い
た

事
業
の
記
録
な
の
だ
か
ら
、
簡
単
に
そ
の
全
貌
が
つ
か
め
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で

は
な
か
っ
た
。

こ
の
ほ
ど
、
適
切
な
方
々
の
協
力
を
得
て
、
現
実
に
存
在
し
た
「
日
本
の
傷
痍
軍
人
」
に
関
す
る

史
資
料
を
編
纂
し
て
世
に
問
え
る
の
は
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。
戦
争
の
勇
ま
し
い
面
だ
け
を
見
る
の

で
は
な
く
、
実
際
に
傷
つ
い
た
人
、
そ
れ
を
支
援
す
る
制
度
と
人
に
思
い
を
馳
せ
、
未
来
に
対
す
る

複
合
的
な
想
像
力
を
逞
し
く
す
る
こ
と
に
繋
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

日
露
戦
争
後
の
廃
兵
（
の
ち
に
傷
痍
軍
人
と
称
さ
れ
る
）
は
、「
名
誉
の
負
傷
者
」
と
喧
伝
さ
れ
な
が

ら
、
国
家
に
よ
っ
て
そ
の
窮
状
が
放
置
さ
れ
た
た
め
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
社
会
矛
盾
を
象
徴

す
る
存
在
と
し
て
、
文
芸
作
品
に
好
ん
で
取
り
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
世
間
の
好
奇
の
視
線
に
さ

ら
さ
れ
ま
し
た
。
日
中
戦
争
以
後
に
は
、
総
力
戦
を
戦
い
抜
く
た
め
の
労
働
力
と
し
て
、
そ
の
「
残

存
能
力
」
が
国
家
に
注
目
さ
れ
た
だ
け
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
の
対
象
と

も
さ
れ
ま
す
。

本
資
料
集
成
は
、
こ
の
よ
う
に
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
傷
痍
軍
人
の
眼
を
と
お
し
、
戦
争
の
時
代
を

読
み
解
く
こ
と
を
可
能
と
す
べ
く
、
彼
ら
に
対
す
る
国
家
の
施
策
と
医
療
に
留
意
し
つ
つ
、
そ
の
体

験
記
と
文
芸
作
品
を
中
心
に
編
ま
れ
た
も
の
で
、
現
在
で
は
入
手
が
困
難
な
諸
資
料
を
収
録
し
て
お

り
ま
す
。
本
集
成
が
、
傷
痍
軍
人
は
も
と
よ
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
戦
争
と
民
衆
、
医
療
の
研
究

に
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
、
平
和
な
未
来
を
創
造
す
る
一
助
と
な
れ
ば
、
編
者
の
一
人
と
し
て
こ
れ
に
す

ぐ
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

刊行にあたって

関
連
年
表

収録資料一覧〔抄〕

サ
ト
ウ
タ
ツ
ヤ

◉
立
命
館
大
学
教
授

郡
司
淳
ぐ
ん
じ
・
じ
ゅ
ん

◉
北
海
学
園
大
学
教
授

年

関
連
事
項

一
九
〇
四

日
露
戦
争

一
九
〇
六

廃
兵
院
法

一
九
一
七

軍
事
救
護
法

一
九
二
三

恩
給
法

一
九
三
一

柳
条
湖
事
件

一
九
三
四

傷
兵
院
法
。
廃
兵
院
は
傷
兵
院

に
改
称

一
九
三
七

盧
溝
橋
事
件

一
九
三
七

軍
事
救
護
法
、
軍
事
扶
助
法
に

改
正

一
九
三
八

傷
痍
軍
人
保
護
対
策
審
議
会

一
九
三
八

国
家
総
動
員
法

一
九
三
八

傷
兵
院
、
厚
生
省
外
局
の
傷
兵

保
護
院
に

一
九
三
八

大
日
本
傷
痍
軍
人
会

一
九
三
八

恩
賜
財
団
軍
人
援
護
会

一
九
三
九

銃
後
奉
公
会

一
九
三
九

傷
兵
保
護
院
、
軍
事
保
護
院
に

改
称

一
九
三
九

軍
人
援
護
会
、
全
国
の
戦
死
者

遺
児
の
靖
国
神
社
参
拝
を
実
施

一
九
四
〇

大
政
翼
賛
会

一
九
四
一

軍
事
保
護
院
援
護
局
、
各
地
方

長
官
宛
「
傷
痍
軍
人
ノ
配
偶
者

斡
旋
ニ
関
ス
ル
件
」
通
牒

一
九
四
一

傷
痍
軍
人
奉
公
財
団
（
結
核
疾

患
の
兵
士
の
職
場
復
帰
の
た
め
）

一
九
四
一

真
珠
湾
攻
撃

一
九
四
二

戦
時
災
害
保
護
法

一
九
四
五

敗
戦

一
九
四
六

軍
人
恩
給
・
軍
事
扶
助
法
・
戦

時
災
害
保
護
法
廃
止

一
九
五
二

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法

一
九
五
三

恩
給
復
活

一
九
五
三

日
本
傷
痍
軍
人
会

一
九
五
三

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法

◉
制
度
・
施
策
／
医
療
・
教
育
編

第
１
巻

廃
兵
手
当
に
関
す
る
調
査
●
社
会
局
社
会
部
●
一
九
三
〇
・
一

社
団
法
人
大
阪
保
誉
院
記
念
帖
●
内
藤
稠
彦
●
大
阪
保
誉
院
清
算
事
務

所
●
一
九
三
五
・
七

傷
兵
院
要
覧
●
傷
兵
院
●
一
九
三
六
・
一
〇

白
衣
の
勇
士
へ
●
高
神
覚
昇
●
新
義
真
言
宗
智
山
派
●
一
九
三
七
・
一
一

大
日
本
傷
痍
軍
人
会
東
京
府
支
部
趣
意
書
並
会
則
●
一
九
三
七
・

一
一

昭
和
十
二
年
十
一
月
傷
痍
軍
人
の
職
業
輔
導
に
就
て
●
陸
軍
省
内　

在
郷
軍
人
職
業
輔
導
部
●〔
一
九
三
七
・
一
一
〕

傷
痍
軍
人
の
た
め
の
温
泉
療
養
所
の
提
唱
資
料
第
一
号
●
横
田
忠

郎
●
日
本
社
会
事
業
研
究
会
●
一
九
三
八
・
一

〔
秘
帝
国
傷
兵
保
護
院
法
案
関
連
資
料
〕●〔
一
九
三
八
・
二
〕

傷
兵
保
護
と
銃
後
の
使
命
●
傷
兵
保
護
院
●
一
九
三
八
・
九

傷
痍
軍
人
職
業
再
教
育
事
業
概
要
●
傷
兵
保
護
院
●
一
九
三
八
・
一
二

国
を
護
つ
た
傷
兵
護
れ
●
傷
兵
保
護
院
●〔
一
九
三
八
〕

傷
痍
軍
人
ノ
為
ニ
●
高
田
陸
軍
病
院
●〔
一
九
三
八
〕

傷
痍
軍
人
と
悟
り
の
境
地
●
精
進
会
本
部（
調
布
高
等
女
学
校
内
）●
一
九

三
九
・
一

傷
兵
保
護
に
つ
い
て
●
傷
兵
保
護
院
●
一
九
三
九
・
一

臨
時
東
京
第
三
陸
軍
病
院〔
写
真
帖
〕●
臨
時
東
京
第
三
陸
軍
病
院
●
一

九
三
九
・
三

傷
痍
軍
人
と
職
業
●
香
川
県
社
会
課
●
一
九
三
九
・
三

昭
和
十
四
年
四
月
道
府
県
傷
痍
軍
人
職
業
再
教
育
事
業
概
要
●

傷
兵
保
護
院
●〔
一
九
三
九
・
四
〕

昭
和
十
四
年
十
月
傷
痍
軍
人
医
療
保
護
関
係
例
規
抄　
●
軍
事
保

護
院
業
務
局
●〔
一
九
三
九
・
一
〇
〕

第
２
巻

長
崎
県
傷
痍
軍
人
職
業
補
導
所
落
成
記
念
絵
葉
書
昭
和
十
五

年
三
月
●
長
崎
県
北
高
来
郡
諫
早
町
●
一
九
四
〇
・
三

昭
和
十
五
年
十
月
傷
痍
軍
人
職
業
輔
導
組
織
の
運
用
に
つ
い
て

●
東
京
府
職
業
課
●
一
九
四
〇
・
一
〇

昭
和
十
五
年
十
一
月
道
府
県
傷
痍
軍
人
職
業
再
教
育
事
業
概
要

●
軍
事
保
護
院
●
一
九
四
〇
・
一
二

昭
和
十
六
年
一
月
自
営
業
傷
痍
軍
人
概
況
秘
●
東
京
府
職
業
課
●
一

九
四
一
・
一

昭
和
十
七
年
二
月
一
日
現
在
補
導
事
業
要
覧
●
傷
痍
軍
人
福
岡
職
業
補

導
所
●
一
九
四
二
・
二

平
塚
傷
兵
工
場
要
覧
●
株
式
会
社
平
塚
自
動
車
部
品
製
作
所
●〔
一
九
四

二
・
三
〕

昭
和
十
七
年
度
傷
痍
軍
人
中
等
学
校
教
員
養
成
所
一
覧
秘
●〔
一

九
四
二
〕

戦
傷
肢
体
不
自
由
者
職
業
補
導
と
医
学
の
協
力
部
外
者
秘
●

神
中
正
一
●
傷
痍
軍
人
福
岡
職
業
補
導
所
●〔
一
九
四
二
〕

戦
傷
上
肢
切
断
者
と
農
耕
●
神
中
正
一
●
傷
痍
軍
人
福
岡
職
業
補
導
所
●

〔
一
九
四
三
〕

戦
傷
切
断
者
の
職
業
と
義
肢
●
神
中
正
一
●
傷
痍
軍
人
福
岡
職
業
補
導

所
●〔
一
九
四
三
〕

昭
和
十
八
年
傷
痍
軍
人
職
業
保
護
必
携
●
茨
城
県
●〔
一
九
四
三
〕

新
版
傷
痍
軍
人
勤
労
輔
導（
労
務
管
理
全
書
第
二
十
巻
）●
牧
村
進
・

辻
村
泰
男
●
東
洋
書
館
●
一
九
四
五
・
四

傷
兵
保
護
院
傷
痍
軍
人
大
阪
職
業
補
導
所
概
要
●
傷
痍
軍
人
大
阪

職
業
補
導
所〔
年
月
不
詳
〕

軍
事
保
護
院
国
立
傷
痍
軍
人
大
阪
職
業
補
導
所
概
要
●
傷
痍
軍

人
大
阪
職
業
補
導
所
●〔
年
月
不
詳
〕

整
形
外
科
よ
り
見
た
る
戦
傷
肢
体
不
自
由
者
の
適
職
選
定
●
神

中
正
一
●
傷
痍
軍
人
福
岡
職
業
補
導
所
●〔
年
月
不
詳
〕

傷
痍
軍
人
職
業
再
教
育
の
手
引
●
財
団
法
人
啓
成
社
●〔
年
月
不
詳
〕

後
療
法
指
針
●
臨
時
名
古
屋
第
二
陸
軍
病
院
●〔
年
月
不
詳
〕

職
業
準
備
教
育
規
定
●
臨
時
名
古
屋
第
二
陸
軍
病
院
●〔
年
月
不
詳
〕

◉
手
記
・
文
芸
作
品
編

第
３
巻

傷
痍
軍
人
成
功
美
談
集
●
大
日
本
軍
人
援
護
会
編
●
一
九
三
八
・
二

傷
痍
軍
人
聖
戦
歌
集
第
一
輯
●
佐
佐
木
信
綱
・
伊
藤
嘉
夫
編
●
人
文
書
院

●
一
九
三
九
・
一

傷
痍
軍
人
聖
戦
歌
集
第
二
輯
●
佐
々
木
信
綱
・
伊
藤
嘉
夫
編
●
人
文
書

院
●
一
九
三
九
・
一
一

傷
痍
軍
人
更
生
感
話
●
佐
藤
定
勝
編
著
●
モ
ナ
ス
●
一
九
四
〇
・
七

職
業
軍
人
再
起
録
●
治
安
部
警
務
司
●
満
洲
国
警
察
協
会
・
満
洲
軍
人
後
援

会
●
一
九
四
〇
・
一
〇

第
４
巻

隻
手
に
生
き
る
●
小
川
真
吉
●
六
興
商
会
出
版
部
●
一
九
四
一
・
八

傷
病
兵
の
心
理
●
宮
川
三
千
蔵
●
遠
藤
書
店
●
一
九
四
一
・
一
〇

闘
ふ
義
手
●
河
原
魁
一
郎
●
有
光
社
●
一
九
四
一
・
一
〇

す
ゞ
か
第
五
号
●
傷
痍
軍
人
三
重
療
養
所
●
一
九
四
一
・
一
〇

す
ゞ
か　

第
三
周
年
記
念
号（
第
六
号
）●
傷
痍
軍
人
三
重
療
養
所
●
一
九
四

二
・
八

す
ゞ
か
第
七
号
●
傷
痍
軍
人
三
重
療
養
所
●
一
九
四
二
・
一
二

す
ゞ
か
第
八
号
●
木
下
清
吉
編
●
傷
痍
軍
人
三
重
療
養
所
●
一
九
四
四
・
三

白
衣
画
集
●
三
上
卯
之
介
●
教
育
社
●
一
九
四
一
・
一
〇

篠
原
創
刊
号
●
傷
痍
軍
人
石
川
療
養
所
●
一
九
四
一
・
一
一

第
５
巻

青
人
草
上
巻
●
軍
事
援
護
会
編
●
軍
事
保
護
院
●
一
九
四
一
・
一
一

青
人
草
中
巻
●
軍
事
援
護
会
編
●
軍
事
保
護
院
●
一
九
四
一
・
一
一

青
人
草
下
巻
●
軍
事
援
護
会
編
●
軍
事
保
護
院
●
一
九
四
一
・
一
一

第
６
巻

犬
鳴
●
傷
痍
軍
人
福
岡
療
養
所　

八
起
俳
句
会
●
傷
痍
軍
人
福
岡
療
養
所
●
一

九
四
一
・
一
一

起
ち
上
る
人
●
山
下
奨
●
弘
学
社
●
一
九
四
二
・
一
〇

義
肢
に
血
の
通
ふ
ま
で
●
保
利
清
●
汎
洋
社
●
一
九
四
三
・
二

御
楯
大
東
亜
戦
争
傷
痍
軍
人
歌
集
●
佐
々
木
信
綱
・
伊
藤
嘉
夫
編
●
千
歳

書
房
●
一
九
四
三
・
三

麦
の
穂
ず
れ
●
前
本
一
男
●
日
本
文
章
社
●
一
九
四
三
・
七

第
７
巻

傷
兵
歌
集
●
中
河
幹
子
編
●
報
国
社
●
一
九
四
三
・
七

傷
痍
軍
人
詩
集
●
寺
田
弘
編
●
四
季
書
房
●
一
九
四
三
・
一
〇

傷
痍
軍
人
詩
集
再
起
の
旗
●
木
村
直
祐
編
●
大
紘
書
院
●
一
九
四
三
・一一

恩
寵
記
●
黒
岩
東
五
●
小
学
館
●
一
九
四
四
・
二

愛
の
記
録
●
小
寺
正
三
●
大
阪
新
聞
社
●
一
九
四
四
・
九

続
秋
耕
●
五
十
嵐
播
水
●
傷
痍
軍
人
兵
庫
療
養
所
●
一
九
四
四
・
一
二



推薦します
二
〇
一
三
年
一
〇
月
三
日
、
日
本
傷
痍
軍
人
会
の
解
散
式
が
行
わ
れ
た
。
最
盛
時
に
は
三
五
万
人
に
達
し
た
会
員
数
も
、

解
散
時
に
は
五
千
人
に
減
少
し
、
平
均
年
齢
も
九
〇
歳
を
越
え
て
い
る
と
い
う
。
ま
だ
、
個
々
の
生
存
者
は
い
る
も
の
の
、

「
帝
国
陸
海
軍
」に
軍
籍
を
置
い
た
傷
痍
軍
人
は
、社
会
集
団
と
し
て
は
、
そ
の
歴
史
を
終
え
た
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
傷
痍
軍
人
に
関
す
る
研
究
が
日
本
で
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
こ
と
だ
っ
た
。
軍
事
史
研
究

を
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
戦
後
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
、
本
格
的
な
軍
事
史
研
究
が
始
ま
っ
た
の
も
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の

頃
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ン
戦
争
、
そ
し
て
湾
岸
戦
争
な
ど
に
お
け
る
帰
還
兵
の
肉

体
的
・
精
神
的
障
害
の
問
題
や
社
会
復
帰
の
困
難
さ
が
、
日
本
社
会
で
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
も
、
傷
痍
軍

人
問
題
が
研
究
の
主
題
に
な
り
始
め
た
こ
と
と
、深
く
関
係
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
傷
痍
軍
人
問
題
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
研
究
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
研
究

者
た
ち
の
手
に
な
る
こ
の
浩
瀚
な
資
料
集
が
、
研
究
の
い
っ
そ
う
の
発
展
の
た
め
の
大
き
な
契
機
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や

ま
な
い
。 

（
よ
し
だ
・
ゆ
た
か　

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
）

帰
還
兵
の
障
害
問
題
と
し
て
の

「
傷
痍
軍
人
」問
題

◉

吉
田
裕

が
積
極
的
に
乗
り
出
し
、
臨
時
東
京
第
三
陸
軍
病
院（
相
模
原
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
施
設
で
、
当
時
と
し
て
は
最
高
の

医
学
的
・
職
業
的
リ
ハ
、義
手
・
義
足
製
作
・
訓
練
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
戦
後
の
リ
ハ
に
受
け
継
が
れ
た
。臨
時
東
京
第
三
陸
軍
病
院
が
一
九
五
三
年
に
東
京
に
移
っ
て
国
立
身
体
障
害
者

更
生
指
導
所
と
な
り
、
そ
れ
が
更
に
所
沢
に
移
っ
て
現
在
の
国
立
障
害
者
リ
ハ
・
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
の
が
最
も
象
徴
的
な

例
で
あ
る
。
清
瀬
の
東
京
病
院
の
前
身
も
傷
痍
軍
人
結
核
療
養
所
で
あ
っ
た
。

物
事
の
本
質
を
深
く
理
解
す
る
に
は
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
資
料
集
成
は
得
難
い
資
料
の
発
掘
・
収
集

の
労
作
で
あ
り
、日
本
の
リ
ハ
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
最
良
の
手
引
き
で
あ
る
。

（
う
え
だ
・
さ
と
し
、日
本
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
顧
問
、元
東
京
大
学
教
授
）

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

歴
史
を
学
ぶ
の
に
好
適
の
資
料

◉

上
田
敏

今
年
二
〇
一
四
年
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
一
〇
〇
年
と
い
う
記
念
の
年
。
総
力
戦
の
戦
場
と
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
そ

の
ト
ラ
ウ
マ
は
い
ま
だ
に
深
く
、
私
も
こ
の
夏
数
日
ウ
ィ
ー
ン
で
い
く
つ
か
の
展
示
を
見
た
が
、
な
か
で
も
軍
事
史
博
物
館

の
展
示
は
圧
巻
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
目
に
と
ま
っ
た
の
が
傷
痍
軍
人
に
関
わ
る
展
示
。
彼
ら
が
着
用
し
た
義
肢
な
ど
が
展
示

さ
れ
、戦
争
が
個
人
の
人
生
を
い
か
に
深
刻
に
変
え
て
し
ま
っ
た
の
か
を
静
か
に
訴
え
て
い
た
。

傷
病
兵
や
傷
痍
軍
人
は
、
戦
場
に
あ
っ
て
は
置
き
去
り
に
さ
れ
が
ち
で
、
帰
還
後
は
社
会
復
帰
で
き
ず
に
苦
し
み
、
戦
後

は
忘
却
の
歴
史
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
点
で
、
戦
場
と
銃
後
の
は
ざ
ま
、
生
と
死
の
境
界
の
苛
烈
な
状
況
を
生
き

た
人
々
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
生
身
の
声
を
後
世
の
私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
聞
き
届
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
戦
争
と
い
う
も
の
の

本
質
が
彼
ら
の
声
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
と
し
た
な
ら
。

戦
時
体
制
は
傷
痍
軍
人
た
ち
を
戦
争
犯
罪
の
犠
牲
者
で
は
な
く〈
更
生
者
〉
あ
る
い
は〈
成
功
者
〉
と
し
て
、
彼
ら
の
語
り

を〈
美
談
〉に
仕
立
て
て
巧
妙
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
。一
方
で
、
彼
ら
が
詠
ん
だ
短
歌
や
詩
が
多
数
作
品

集
に
編
ま
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
外
向
き
の
美
談
と
は
一
線
を
画
す
る
豊
か
な
内
面
表
現
が
垣
間
見
え
る
。

こ
の
た
び
の
資
料
集
成
は
、
傷
痍
軍
人
の
人
々
が
残
し
て
き
た
声
の
原
点
と
し
て
、
無
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
る
。
私
な
ど
は
街
角
で
傷
痍
の
軍
人
さ
ん
を
見
た
記
憶
の
あ
る
ほ
ぼ
最
後
の
世
代
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
意
味
で
も
、

彼
ら
の
声
が
歴
史
の
層
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合
っ
て
み
た

い
。 

（
つ
ぼ
い
・
ひ
で
と　

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
教
員
）

戦
場
と
銃
後
の

は
ざ
ま
か
ら
の
声

◉

坪
井
秀
人

現
在
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
以
下
リ
ハ
と
略
）に
携
わ
っ
て
い
る
理
学
療
法
士（
Ｐ
Ｔ
）、
作
業
療
法
士（
Ｏ
Ｔ
）、
言
語
聴
覚
士

（
Ｓ
Ｔ
）な
ど
の
専
門
家
は
計
約
二
〇
万
人
と
非
常
に
多
い（
ち
な
み
に
医
師
は
全
科
を
併
せ
て
約
三
〇
万
）。

そ
の
出
発
点
と
な
る
日
本
最
初
の
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
学
校（
清
瀬
の
東
京
病
院
付
属
リ
ハ
学
院
）の
開
校
も
、日
本
リ
ハ
医
学
会
の
発

足
も
一
九
六
三
年
で
あ
っ
た
し
、第
一
回
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ
Ｔ
国
家
試
験
と
Ｐ
Ｔ
協
会
・
Ｏ
Ｔ
協
会
の
発
足
は
一
九
六
六
年
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
日
本
の
リ
ハ
に
は
半
世
紀
の
歴
史
し
か
な
い
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ハ
の
起

源
は
ほ
ぼ
一
世
紀
前
（
一
九
一
七
年
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
高
木
憲
次
（
後
に
東
大
整
形
外
科
教
授
）
は
小
児
の

「
療
育
」を
提
唱
し
実
践
し
て
い
た
し
、特
に
一
九
三
〇
年
代
か
ら
は
日
中
戦
争
の
戦
傷
兵（
傷
痍
軍
人
）対
策
と
し
て
、国（
軍
）
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ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
時
代
（
１
９
３
１
〜
45
年
）、
日
本
軍
・
政
府
と
地
域
社
会
は
、
戦
場
で
戦
う
兵

士
に
思
い
残
す
こ
と
な
く
命
を
捧
げ
さ
せ
る
た
め
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
戦
場
」
で
あ
る
「
銃
後
」
を
ど
の
よ
う

に
慰
撫
し
、
激
励
し
、
ま
た
管
理
し
、
抑
圧
し
た
の
か
。
忘
れ
去
ら
れ
た
動
員
の
あ
り
よ
う
、
軍
事
援
護
の

実
態
の
貴
重
資
料
を
呈
示
し
、
明
ら
か
に
す
る
。

働
き
手
を
失
っ
た
家
族
、
戦
没
兵
士
の
遺
家
族
、
傷
痍
軍
人
、
帰
還
兵
士
に
対
し
て
、
女
性
相
談
員
や
方

面
委
員
を
使
い
、「
未
亡
人
」
の
就
職
の
世
話
、
性
の
管
理
、
恩
給
の
配
分
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
、
傷
痍
軍
人
の
結

婚
、
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
手
厚
い
ケ
ア
と
精
神
的
・
物
質
的
な
支
配
が
展
開
さ
れ
た
。
同
時
に
、
前
線
の
兵
士
に
、

郷
土
の
た
め
の
戦
い
を
意
識
さ
せ
る
べ
く
、
慰
問
文
集
が
編
ま
れ
、「
後
方
支
援
」
を
担
う
役
割
も
果
た
す
。

女
性
史
、
軍
事
史
、
軍
事
教
育
史
、
戦
時
生
活
史
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
史
研
究
に
必
備
の
「
銃
後
」
資
料

66
点
を
厳
選
し
復
刻
刊
行
！

◉
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
３
、３
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
│
│
２
２
５
、０
０
０
円
＋
税
〈
全
３
回
配
本
〉

◉
編
・
解
説
│
一
ノ
瀬
俊
也
（
埼
玉
大
学
）＊
解
説
は
第
１
巻
巻
頭
に
収
録

◉
推
薦
│
│
│
吉
田
裕
（
一
橋
大
学
）

加
納
実
紀
代
（
女
性
史
研
究
者
）

成
田
龍
一（
日
本
女
子
大
学
）

前
田
一
男
（
立
教
大
学
）

●
第
１
回
配
本　

第
１
巻
〜
第
３
巻
（
２
０
１
２
年
12
月
刊
行
）IS

B
N
978-4-905421-28-3

●
第
２
回
配
本　

第
４
巻
〜
第
６
巻
（
２
０
１
３
年
５
月
刊
行
）IS

B
N
978-4-905421-32-0

●
第
３
回
配
本　

第
７
巻
〜
第
９
巻
（
２
０
１
３
年
12
月
刊
）IS

B
N
978-4-905421-36-8

戦
争
へ
の
突
入
と
経
済
不
況
の
中
、
社
会
的
弱
者
が
増
大
し
、
同
時
に
社
会
事
業
団
体
が
経
営
難
に
陥
っ

た
一
九
三
一
年
、
事
態
打
開
の
た
め
創
立
さ
れ
た
全
日
本
私
設
社
会
事
業
聯
盟
は
、
全
国
に
社
会
事
業
団
体
の

連
帯
を
呼
び
か
け
、
法
的
整
備
を
政
府
に
訴
え
て
い
く
。
機
関
誌
で
あ
る
本
誌
に
は
、
日
本
全
国
及
び
植
民

地
の
社
会
事
業
全
般
に
関
す
る
情
報
と
論
考
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
路
上
生
活
者
支
援
、
結
核
や
性
病
な
ど

の
医
療
保
護
事
業
、
農
山
漁
村
救
済
更
生
事
業
、「
救
癩
」
事
業
、
母
子
保
護
事
業
、
傷
痍
軍
人
支
援
事
業
、

出
獄
人
保
護
事
業
、
少
年
保
護
事
業
、
里
子
事
業
、
養
老
事
業
な
ど
│
│
困
窮
者
へ
の
支
援
と
救
済
に
心
砕

い
た
民
間
の
社
会
事
業
者
た
ち
の
奮
闘
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
で
あ
る
。「
聯
盟
」
の
活
動
を
つ
ぶ
さ
に
報
告
す

る
事
業
報
告
や
大
会
議
案
、『
罹
災
救
助
基
金
法
改
正
経
過
概
要
』『
私
設
社
会
事
業
従
事
員
待
遇
調
査
』
な
ど

関
連
資
料
も
あ
わ
せ
て
復
刻
刊
行
す
る
。

◉
Ａ
４
判
／
上
製
／
総
約
１
３
５
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価
│
│
１
０
０
、０
０
０
円
＋
税
〈
全
２
回
配
本
〉

◉
解
説
│
│
│
寺
脇
隆
夫
（
元
長
野
大
学
教
授
）

庄
司
拓
也
（
大
川
学
園
医
療
福
祉
専
門
学
校
）

◉
推
薦
│
│
│
菊
池
正
治
（
元
久
留
米
大
学
教
授
）

永
岡
正
己
（
日
本
福
祉
大
学
教
授
）

●
第
１
回
配
本　

第
１
巻
・
第
２
巻
〈
２
０
１
２
年
６
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-21-4

●
第
２
回
配
本　

第
３
巻
・
第
４
巻
〈
２
０
１
２
年
12
月
刊
行
〉

IS
B
N
978-4-905421-24-5
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